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 １２日市内各地で発生した落雷により、１３日早朝か

ら大規模な断水が発生しました。田中山の配水池へ

の落雷により送水管弁の制御盤が破損したためです

が、故障が分かったのは半日も経ってからです。危機

管理体制の強化が求められています。 

「田中山の配水池」への落雷は１２日の午後３時前後と思われます。水源池

や配水池は市役所分庁舎の水道事務所で管理されています。通常、故障などは

水道事務所で掌握できることになっています。ところが今回は落雷で断線し、

水道事務所は掌握できませんでした。翌朝、タンク（約３０００㌧）の水が無

くなり、各家庭で断水が起こり初めて故障が分かったのです。 
 

今回の断水は市民生活に大きな影響を与えましたが、①落雷で故障が起こっ

ていたにもかかわらず、市民からの断水の問合せまで約半日も分かりませんで

した。配水池の事故・故障時における掌握システムの再構築が必要です。②市

上水道は、旧野洲町と旧中主町の２系統です。これに加え、県用水を使用して

います。断水時における緊急バイパスシステムの再検討。③断水は、かってな

い大規模で市民への連絡・説明は混乱しました。市役所への問い合わせは膨大

な件数でした。市では、防災無線を通じて周知徹底を図りましたが、市民への

情報伝達システムなど、危機管理への再検討が必要です。 
 

１３日の断水では、多数の市職員のみなさんが、早朝から終日、懸命の復旧

作業に取り組みました。また、近隣の守山市や栗東市からも給水車の派遣をし

ていただきました。本当に、ごくろうさまでした。残念な断水事故でしたが、

今後の教訓として生かしていただきたいものです。 
 


